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加工・業務用向け野菜の取組事例

１，経営体の概要

○ 名 称 有限会社 松山ファーム

○ 所在地 長崎県雲仙市愛野町

○ 従業員数 役員3名、社員7名、特定技能７名、

外国人技能研修生4名

○ 栽培作物、作付面積

夏～冬レタス（10～3月）

春～夏レタス（4～6月） 合計 ：65㏊

○ 主な契約、提供先

大手ハンバーガーチェーン

コンビニのサラダ用、袋詰めカット野菜

メーカー、ファミレスのサラダバー用

２，取組の経緯と特徴

○ 諌早干拓地で露地のレタス栽培を行っている。

○ 一部は出荷時期をコントロールし安定的な供給ができる

APハウス（パイプと鉄骨（アングル）を組み合わせたハウス）

による栽培を行っている。

○ 大手ハンバーガーチェーンのGAPを取得、また、G－GAP

も取得。

○ GAPで一番大変なことは、取得よりも維持していくことで

ある。

３，今後の目標と課題

○ 地域の仲間づくりに取り組み、加工・業務用野菜生

産のパートナーとして協力関係を築きたい。

○ 現在、従業員18名（うち特定技能7名、カンボジアの
技能実習生４名）で作業を行っているが、今後、規模

拡大を図る上で外国人労働者は重要と考えている。

○ 農福連携については、過去に行っていたが、自ら福

祉関係者との調整が必要となることから、その役目を

担う者がいなければ難しく、現在は行っていない。

○ ドローンでの農薬散布を行いたいが、レタスに使え

る薬剤が少ないのがネックである。
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